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一般会計 歳入の内訳一般会計 歳入の内訳

平成25年度 会計別決算

一般会計 歳出の内訳一般会計 歳出の内訳

行政経費支出の概況町税負担の概況町税負担の概況 行政経費支出の概況 町 税 収 入 の 内 訳町 税 収 入 の 内 訳

 町税収入総額 
5億2,044万円 
（100.0％） 

町　民　税 
2億2,642万円 
（43.5％） 

固定資産税 
2億3,300万円 
（44.8％） 

町たばこ税 
4,351万円 
（8.4％） 

軽自動車税 
1,751万円 
（3.3％） 

決算に基づく財政指標決算に基づく財政指標平成25年度 会計別決算
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自主財源 
10億9,952万円 
（17.9％） 

地方交付税 
32億8,434万円 
（53.4％） 

国庫支出金 
6億3,808万円 
（10.4％） 

依存財源 
50億4,758万円 
（82.1％） 

県支出金 
3億2,499万円 
（5.3％） 

町　債 
6億7,290万円 
（10.9％） 

地方消費税交付金 
6,167万円（1.0％） 

地方譲与税　3,767万円（0.6％） 

利子割交付金　188万円（0.1％） 

配当割交付金　415万円（0.1％） 

株式等譲渡所得割交付金 
1,282万円（0.2％） 

自動車取得税交付金 
767万円（0.1％） 

地方特例交付金　44万円（0.0％） 

繰越金　2億3,502万円（3.8％） 

財産収入　3.636万円（0.6％） 

使用料及び手数料 
7,994万円（1.3％） 

諸収入　9,479万円（1.5％） 

寄附金　239万円（0.1％） 

繰入金　9,792万円（1.6％） 

分担金及び負担金 
3,266万円（0.5％） 

町税　5億2,044万円（8.5％） 

歳 入 
61億4,710万 円 

特

別

会

計

 

企
業
会
計 

会 計 名 

一 般 会 計 

国 民健康保険事業  

住 宅改良資金貸付  

育英奨学金貸付事業 

赤 河 内 財 産 区  

簡 易 水 道 事 業  

漁 業集落排水事業  

公 共 下 水 道 事 業  

介 護 保 険 事 業  

阿 部 診 療 所  

後 期 高 齢 者 医 療  

水道事業
　収益的収支 

資本的収支 

病院事業
　収益的収支 

資本的収支 

 歳　入    

61億4,710万円 

11億9,162万円 

317万円 

2,510万円 

974万円 

7,549万円 

1,753万円 

1億6,662万円 

12億2,262万円 

3,627万円 

1億3,261万円 

7,476万円 

1億1,560万円 

8億8,837万円 

1億7,958万円 

 歳　出    

58億9,893万円 

11億8,627万円 

74万円 

2,136万円 

18万円 

5,904万円 

1,721万円 

1億6,341万円 

11億7,381万円 

3,470万円 

1億2,873万円 

6,923万円 

1億3,456万円 

8億9,112万円 

2億447万円 

健
全
化
判
断
比
率 

地
方
債
現
在
高 

積
立
金
現
在
高 

決算年度 
財政指標 

経 常 収 支 比 率  

財 政 力 指 数  

財 政 調 整 基 金  

減 債 基 金  

そ の 他 基 金  

普 通 会 計  

簡 易水道事業会計  

漁業集落排水事業会計 

公共下水道事業会計 

水 道 事 業 会 計  

病 院 事 業 会 計  

実 質 赤 字 比 率  

連 結実質赤字比率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

平成24年度 
決算 

84.2％ 

0.18 

21億9,616万円 

4億2,396万円 

10億5,306万円 

58億8,240万円 

1億2,923万円 

1億5,506万円 

8億9,166万円 

9,539万円 

327万円 

―（15.0） 

―（20.0） 

6.7（25.0） 

―（350.0） 

平成25年度 
決算 

84.8％ 

0.18 

23億6,616万円 

4億3,796万円 

10億498万円 

58億7,495万円 

1億992万円 

1億4,818万円 

8億3,838万円 

1億1,933万円 

1億6,164万円 

―（15.0） 

―（20.0） 

6.6（25.0） 

―（350.0） 

交通安全対策交付金　97万円（0.0％） 

民生費 
12億4,887万円 
（21.2％） 

教育費 
5億5,556円 
（9.4％） 

公債費 
6億6,524円 
（11.3％） 

災害復旧費 
446万円 
（0.1％） 

議会費　6,908万円（1.1％） 諸支出金 
3億5,068万円（5.9％） 

総務費 
6億6,511万円 
（11.3％） 

衛生費 
8億8,148万円 
（14.9％） 

農林水産費 
2億9,243万円（5.0％） 

商工費 
6,572万円（1.1％） 

消防費 
8億4,763万円 
（14.4％） 

歳 出 
58億9,893万 円 

一般会計歳出総額 

58億9,893万円 

〔１人当たり〕 〔１世帯当たり〕 

783,182円 1,705,386円 

町 税 総 額 

5億2,044万円 

〔１人当たり〕 〔１世帯当たり〕 

69,097円 150,460円 

人　口（平成26年３月末現在）7,532人 

世帯数（平成26年３月末現在）3,459世帯 

土木費 
2億5,267万円 
（4.3％） 

※健全化判断比率の（　）内の数値は、早期健全化基準です。 

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため、数値が表示されません。 

※将来負担比率は、将来負担すべき実質的な負債がないため、数値が表示されません。 
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企業会計

０ 15億 12億 ３億 ６億 ９億 

町 債  

諸 収 入  

繰 越 金  

財産収入 

県支出金 

国庫支出金 

使用料及び 
手 数 料  

分担金及び 
負 担 金  

交通安全対策 
交 付 金  

地方交付税 

地方特例交付金 

自動車取得税 
交 付 金  

地方消費税 
交 付 金  

利子割交付金 

配当割交付金 
株式等譲渡所得割 
交 付 金  

地方譲与税 

町 税  

予 備 費  

諸支出金 

公 債 費  

災害復旧費 

教 育 費  

消 防 費  

土 木 費  

商 工 費  

農林水産費 

衛 生 費  

民 生 費  

総 務 費  

議 会 費  4億8,815万円（2億7,692万円） 

3,630万円（1,021万円） 

164万円（66万円） 

345万円（128万円） 

256万円（0万円） 

7,805万円（4,185万円） 

391万円（95万円） 

40万円（55万円） 

27億9,948万円　　　　　（21億5,506万円） 

100万円（39万円） 

4,121万円（934万円） 

8,327万円（3,335万円） 

7億7,758万円（7,923万円） 

3億2,654万円（1,042万円） 

3,011万円（3,445万円） 

7,160万円（2,174万円） 

5億4,650万円（0万円） 

（3,688万円）7,151万円 

（2億8,756万円）12億8,907万円 

（4,464万円）3億1,012万円 

（4,822万円）7,853万円 

（6,146万円）3億5,757万円 

（1億9,819万円）3億9,466万円 

（2億6,365万円）5億9,066万円 

（2億6,448万円）7億6,873万円 

（5億2,317万円）14億8,770万円 

（741万円）7,931万円 

（3億4,859万円）6億9,957万円 

（0万円）7万円 

（0万円）1,032万円 

平成26年度　財政執行状況を公表します 

一般会計　収 入 は 　47.2％
（平成26年９月30日現在） 　　　　　支 出 は 　34.1％ 

特別会計

収 支  
会 計 名  予 算 額 

収　　　　　　入 支　　　　　　出 

収 入 済 額 収入率 予 算 額 支 出 済 額 予算執行率 
％ ％ 国 民 健 康 保 険 事 業  

住 宅 改 良 資 金 貸 付  

育英奨学金貸付事業  

赤 河 内 財 産 区  

簡 易 水 道 事 業  

漁 業 集 落 排 水 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

介 護 保 険 事 業  

阿 部 診 療 所  

後 期 高 齢 者 医 療  

11億6,171万円 

13万円 

2,112万円 

941万円 

1億4,402万円 

2,240万円 

1億5,641万円 

12億7,945万円 

3,607万円 

1億5,166万円 

4億4,186万円 

251万円 

938万円 

957万円 

2,981万円 

149万円 

800万円 

5億1,888万円 

771万円 

3,854万円 

38.0 

1946.3 

44.4 

101.8 

20.7 

6.7 

5.1 

40.6 

21.4 

25.4

11億6,171万円 

13万円 

2,112万円 

941万円 

1億4,402万円 

2,240万円 

1億5,641万円 

12億7,945万円 

3,607万円 

1億5,166万円 

5億606万円 

6万円 

1,008万円 

0万円 

2,055万円 

711万円 

5,210万円 

4億8,061万円 

1,544万円 

3,279万円 

43.6 

48.7 

47.7 

0.0 

14.3 

31.7 

33.3 

37.6 

42.8 

21.6

美波町財政状況の公表に関する条例により、平成26年度の財政執行状況を公表します。 

繰 入 金  

寄 附 金  0万円（106万円） 

6億9,076万円（1,542万円） 

1億3,525万円（1億9,531万円） 

一般会計
【収 入】 
予算額合計 
61億1,776万円 

収入済額合計 
28億8,819万円 

一般会計
【支 出】 
予算額合計 
61億1,776万円 

支出済額合計 
20億8,425万円 

収 支  
事 業 名  

収 入 済 額 支 出 済 額 

水 道 事 業  

病 院 事 業  

3,510万円 

9億8,947万円 

2,762万円 

11億1,677万円 

予算額（収入済額） 予算額（支出済額） 

０ 10億 15億 25億 ５億 20億 30億 



利用できる主な施設 

認定こども園又は幼稚園 

認定こども園又は保育園 

認定こども園又は保育園 

対　　　象 

3～5歳保育を必要としない子 

3～5歳保育を必要とする子　 

0～2歳保育を必要とする子 

支給認定区分 

1号認定（教育標準時間認定） 

2号認定（保育認定） 

3号認定（保育認定） 

移行後のタイプ 

※保育園と幼稚園を統合して 

幼保連携型 認定こども園 

幼保連携型 認定こども園 

保 育 園 型 認定こども園 

保 育 園 型 認定こども園 

保 育 園 型 認定こども園 

各園の名称 

日和佐保育園 

日和佐幼稚園 

由 岐 保 育 園  

木 岐 保 育 園  

阿 部 保 育 園  

赤 松 保 育 園  

幼　稚　園　型 

認可幼稚園が、保育に欠ける
子どものための保育時間を確
保するなど、保育所的な機能
を備えて認定こども園として
の機能を果たすタイプ 

学校及び認可外児童福祉施設 

保　育　園　型 

認可保育所が、保育に欠ける
子ども以外の子どもも受け入
れるなど、幼稚園的な機能を
備えることで認定こども園と
しての機能を果たすタイプ 

児童福祉施設 

幼　保　連　携　型 

認可幼稚園と認可保育所とが
連携して、一体的な運営を行
うことにより、認定こども園
としての機能を果たすタイプ 
 

学校及び児童福祉施設 

 

 
 

認定こども園 
 
 

法的位置付 

4広報みなみ  No.104

●子ども●子ども・子育て支援新制度美波町の取り組み子育て支援新制度美波町の取り組み 

平成平成2727年4月町内幼保施設は月町内幼保施設は 
教育・保育一体化施設 「認定こども園「認定こども園」へ移行予定へ移行予定!!

　「子ども・子育て支援新制度」は、子育てしやすい社会を目指して平成27年4月からスタートする制
度です。新制度では、満3歳を区切りとして、満3歳未満の子どもには保育を行い、満3歳以上の子ど
もには学校教育を行うこととされています。 
　このことから、美波町では新制度への対応として、満3歳以上の子どもに学校教育を行うことについて、
国の進める「認定こども園」への移行を進めています。 
 
　なぜ「認定こども園」にするの？ 

　美波町では、満3歳以上の子どもへの教育ニーズに対応するため、町内保育園・幼稚園を「認定子ども
園」へ移行することにより、引き続き通い慣れた園で今までと変わりなく、一貫した就学前教育・保育が
受けられるようにします。 

※認定区分表　 
 
 
 
 
 
 
 

　「認定こども園」ってどんなところ？ 

　幼稚園と保育園の両方の機能を持ち合わせた施設で、就学前の子どもたちに等しく幼児教育・保育を提
供する施設です。 
 
●「認定こども園」は下記のように3タイプあり、機能が若干違います 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　美波町ではどうなるの？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　※詳細については現在検討中です。 

●子ども・子育て支援新制度美波町の取り組み 

平成27年4月町内幼保施設は 
教育・保育一体化施設 「認定こども園」へ移行予定!!
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　入園手続きはどう変わるの？ 

　美波町では、就学前施設として、現在5つの公立保育園・1つの公立幼稚園があり、町内158人（10/1
現在）の児童が利用しています。 
　広報みなみ10月号でお知らせしたとおり、各施設を利用する際には、「保育認定」や「教育標準時間
認定」などの『認定』を受け、その認定区分に応じて利用する施設を選択していただきます。 
　認定申請及び入園申し込みは、例年通り1月頃を予定しております。 
 
　保護者への説明会は？ 

　現在の保育園・幼稚園において、在園児・未就園児の保護者の方に、説明会を開催いたします。日程に
ついては各園毎に調整し、年内にはすべての施設で説明会を行います。 
 

※参照　　「子ども・子育て支援新制度」 
　（詳しくは、内閣府ホームページ【内閣府　子ども・子育て支援新制度】検索 ） 

 

【お問い合せ先】　役場保健福祉課　☎77－3614　教育委員会　☎77－3620

国民年金保険料は 
納付期限までに納めましょう！ 

国民年金だより

　平成26年4月分から平成27年3月分までの国民年金保険料は、月額15,250円です。

保険料は日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めるこ

とができます。また、クレジットカードによる納付や便利でお得な口座振替もあります。 

 

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話、

書面、面談により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。 

 

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに

納付が無い場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産を差し押さ

えることがありますので、早めの納付をお願いいたします。 

 

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除される制度、30歳未満の

方は猶予される制度、学生の方は学生納付特例制度がありますので、市町村役場の国民年金

窓口へご相談するようお願いします。 

 

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。 

 

【お問い合せ先】　役場住民生活課　☎77－3613 
由　岐　支　所　☎78－2212



地震地震・大津波大津波 
避難訓練避難訓練の実施実施について 
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地震地震・大津波大津波 
避難訓練避難訓練の実施実施について 

美波町すべての住民の方を対象とした訓練です美波町すべての住民の方を対象とした訓練です 

平成26年12月6日（土）　小雨決行

午前8時30分　地震発生 

緊急速報メール配信訓練 もあわせて行います。 

・告知端末及び外部スピーカで避難を呼びかける放送をします。 

・津波避難場所（山・高台）に避難してください。 

・率先避難者、要援護者支援者による声かけ避難をしてください。 

・津波浸水被害のない地区では地震対応行動を確認してください。 

午前8時50分　避難解除 

・外部スピーカ及び告知端末で訓練終了の放送をします。 

・大津波警報が発令されたと想定した緊急速報メールが配信されます。 

＊美波町内で携帯電話をお持ちの方に「緊急速報メール」を配信します。落ち着いて避難訓練を行っ

てください。なお、通信中や圏外、又は一部、携帯電話の種類によっては、受信しない場合があり

ます。 

＊避難場所への避難の場合、後から来る人のことを考え、途中で止まらないようにしましょう。 

＊地震、津波に対する、非常持ち出し品の確認など、日頃から家庭、地域での備えをお願いします。 

＊津波避難場所については、今年４月に各戸配布した津波避難マップをご確認ください。 

＊一部地域では、ICカードを使用した避難訓練を併せて実施します。（ICカードをお持ちの方のみ） 

【お問い合せ先】　　役場消防防災課　☎77－3619

美波町すべての住民の方を対象とした訓練です 

地震・大津波 
避難訓練の実施について 



『
私
が
美
波
町
で
感
じ
た
も
の
。

『
私
が
美
波
町
で
感
じ
た
も
の
。
』 
『
私
が
美
波
町
で
感
じ
た
も
の
。

『
私
が
美
波
町
で
感
じ
た
も
の
。
』 
『
私
が
美
波
町
で
感
じ
た
も
の
。
』 

―
平
成
26
年
度
　

美
波
町
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
　

感
想

― 
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私
が
美
波
町
を
知
っ
た
の
は
、

つ
い
こ
な
い
だ
、
地
域
づ
く
り
イ

ン
タ
ー
ン
事
業
の
応
募
用
紙
を
見

た
と
き
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
四
国

に
は
一
度
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、

そ
も
そ
も
徳
島
県
す
ら
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学

で
地
域
の
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て

学
ぶ
中
で
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に

つ
い
て
知
り
、
必
ず
行
こ
う
と
一

回
生
の
時
か
ら
決
め
て
い
ま
し
た
。 

　
私
は
兵
庫
県
宝
塚
市
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
育
ち
、
祖
父
母
の
家
も

近
く
に
あ
っ
た
の
で
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
自
然
の
中
で
遊
ぶ
と
い
う
こ

と
は
、
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
地
域
の
人
が

み
ん
な
顔
見
知
り
で
、
仲
の
良
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
田
舎
に
は
す

ご
く
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
イ
ン
タ
ー
ン
で
こ
の

美
波
町
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の
は
、

や
は
り
今
ま
で
自
分
が
か
か
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
地
域
に
行
き
た
い

と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
農
業
や
漁
業
の
大

変
さ
と
い
う
も
の
を
自
分
の
身
を

持
っ
て
感
じ
た
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
美
波
町
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、

日
和
佐
漁
協
や
う
み
が
め
マ
リ
ン

ク
ル
ー
ズ
、
道
の
駅
日
和
佐
、
う

み
が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
、
Ｂ
＆

Ｇ
で
の
カ
ヌ
ー
教
室
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、 

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ま
っ
た
く

見
ず
知
ら
ず
の
私
を
温
か
く
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
り
、
一
日
と
い
う

短
い
体
験
で
あ
っ
た
も
の
の
道
で

す
れ
違
う
と
必
ず
声
を
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
り
と
、
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。 

　
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
終
え
、
私

が
感
じ
た
こ
と
は

�
ふ
る
さ
と
�

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
温
か

い
言
葉
を
、
私
は
今
ま
で
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
に
と
っ
て
宝
塚
市
は

�育

っ
た
と
こ
ろ�

�両
親
の
い
る
場
所

�

で
あ
っ
て
も
、
�
ふ
る
さ
と
�

と
は
違
う
な
と
感
じ
て
い
た
の
で

す
。
自
分
が
ど
う
し
て
そ
う
思
う

の
か
、
自
分
自
身
で
も
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
美

波
町
に
来
て
、
美
波
町
で
育
っ
た

み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
中
で
、

そ
の
答
え
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
と
い
う
も
の
は
、
そ
の

土
地
に
根
差
し
た
思
い
出
が
多
い

地
域
の
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
祭
り
で
あ

っ
た
り
、
子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ

川
で
あ
っ
た
り
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
近
所
の

お
ば
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
思
い
出
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
思
い
出
が
そ
の
土
地
に
根

差
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
�ふ
る

さ
と�

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
意

識
す
る
人
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
い
で
し
ょ
う
。
日
常
の
な

か
で
美
波
町
の
こ
と
を

�ふ
る
さ

と�

と
自
然
に
呼
べ
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
そ
し
て
私
も

皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
に
と
っ

て
の

�ふ
る
さ
と�

を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
お
世
話

に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
将

来
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
美
波
町
と
、
そ

し
て
み
な
さ
ん
と
出
会
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
宝
物
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

　
　
　
鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
政
策
学
科
　
３
回
生 

上

遠

野

　

真

季
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赤松神社奉納吹筒花火赤松神社奉納吹筒花火赤松神社奉納吹筒花火赤松神社奉納吹筒花火
10月12日（日） 

で
き
た
ん

で
き
た
ん

℉
℉
ど
し
た
ん

℉
℉
ど
し
た
ん

で
き
た
ん

℉
℉
ど
し
た
ん

10月11日（土）、12日（日） 

日和佐八幡神社秋季例祭日和佐八幡神社秋季例祭日和佐八幡神社秋季例祭日和佐八幡神社秋季例祭
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東 町  西 町  

本 町  桜 町  

中村町 恵比須浜 

奥河町 戎 町  
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地区館対抗球技大会地区館対抗球技大会 地区館対抗球技大会地区館対抗球技大会 第49回 

【ソフトボールの部】 

日時：平成26年10月19日（日） 
場所：由岐小学校及び由岐中学校グラウンド 

優　勝：西由岐公民館 

準優勝：木岐公民館 

日時：平成26年10月19日（日） 
場所：旧日和佐高校グラウンド 

地区館対抗球技大会 

優勝した日和佐体協と準優勝の由岐クラブ 

うみがめ杯争奪野球大会杯争奪野球大会 うみがめ杯争奪野球大会杯争奪野球大会 第42回 うみがめ杯争奪野球大会 

優
勝
し
た
西
由
岐
公
民
館 

準
優
勝
し
た
木
岐
公
民
館 

優
勝
し
た
東
由
岐
公
民
館 

【ソフトバレーボールの部】　　日時：平成26年10月19日（日）　　場所：由岐中学校体育館 

優　勝：東由岐公民館　　準優勝：木岐公民館 

日 和 佐 名 球 会  

タイガーラビッツ 

W A N T E D

由 岐 ク ラ ブ  

日 和 佐 体 協  

T E A M 0 0 8 A

優勝：日和佐体協　準優勝：由岐クラブ 
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一人じゃない　あなたに寄り添い　支える手 

（平成26年度徳島県警察犯罪被害者支援スローガン） 

1．警察の支援制度 
● 指定被害者支援要員制度 

対　象
　　　①殺人、性犯罪、傷害（全治1ヶ月以上）などの身体犯 

　　　　　　②交通死亡事故、ひき逃げ事件などの重大な交通事故・事件 
事　件

　　　③その他必要と認められる事件  

 

　　　　　　　対象事件の被害者や被害者ご遺族の視点に立って、必要に応じて、 

　次のようなことを行います。 

内　容　　　〇 病院の手配や付添い　　　〇 事情聴取の付添い・補助 

　〇 心配事の相談受理　　　　〇 ｢被害者の手引｣の交付と説明 

　〇 関係機関・団体の教示、紹介　等  

 

● 被害者連絡制度（捜査経過、検挙等の連絡） 

対　象　　　①殺人、性犯罪、傷害（全治1ヶ月以上）などの身体犯 

事　件　　　②交通死亡事故、ひき逃げ事件などの重大な交通事故・事件  

 

　　　　　　　対象事件の被害者やご遺族に対して、次のような捜査状況等の連絡を 

内　容
　　　しています。 

　　　　　　○ 刑事手続きや被害者のための制度　○ 捜査状況（被疑者検挙まで） 

　　　　　　○ 被疑者の検挙情報　　　　　　　　○ 逮捕被疑者の処分状況  

 

被害者連絡は、情報提供を望まない方もいることから、被害者の意向をくんで行っています。 

その他、● 再被害防止、保護活動などを行っています。 

 

2．警察以外の相談窓口 
□ 公益社団法人　徳島被害者支援センター 

☎088－678－7830（月、水～金　9：00～16：00　※祝日、年末年始を除く） 

ホームページ　http://tokushima-vsc.jp/ 

□ 法テラス（日本司法支援センター） 

徳島地方事務所 

☎050－3383－5575（月～金　9：00～17：00） 

犯罪被害者支援ダイヤル 

☎0570－079714（月～金　9：00～21：00、土　9：00～17：00） 

ホームページ　http://houterasu.or.jp 

その他の相談窓口や犯罪被害制度のご相談は、牟岐警察署（☎72－0110）へご連絡ください。 

犯罪被害相談窓口のご案内 犯罪被害相談窓口のご案内 



平
成
27
年
度 

美
波
町
成
人
式
に
つ
い
て 

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
で
す
。 

阿
南
支
援
学
校
ひ
わ
さ

分
校
文
化
祭 

12広報みなみ  No.104

　
ま
す
、
迷
わ
な
い
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。 

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
や
子
育
て
に
悩
む
親
を
見
つ

け
た
場
合
、
又
は
ご
自
身
が
出
産
や

子
育
て
に
、
戸
惑
い
を
感
じ
た
場
合

な
ど
、
不
安
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
・
連
絡
先
（
24
時
間
受
付
） 

役
場
保
健
福
祉
課 

　
☎
77
│
３
６
１
４ 

※
土
日
祝
日
で
も
役
場
宿
日
直
者

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

南
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
児

童
相
談
所
） 

　
〒
７
７
１
―
０
０
１
１ 

　
阿
南
市
領
家
町
神
野
３
１
９ 

　
☎
０
８
８
４
│
22
│
７
１
３
０ 

    

日
時
　
11
月
15
日
� 

●
午
前
９
時
25
分
〜
午
前
11
時
45
分 

表
現
会（
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
） 

●
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
25
分 

バ
ザ
ー
、
な
か
よ
し
広
場
、
児
童

生
徒
作
品
展
示
、
喫
茶 

※
な
か
よ
し
広
場
に
は
、
超
大
型
エ

ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン（
無
料
）を
設

置
し
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
で
は
、

授
業
で
製
作
し
た
製
品
も
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
喫
茶
・
軽
食
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

   

　
本
年
度
の
成
人
式
は
左
記
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

日
時
　
平
成
27
年
１
月
３
日
�
　 

午
前
10
時
か
ら
（
受
付
午
前
９

時
30
分
〜
） 

場
所
　
美
波
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

※
11
月
末
ま
で
に
該
当
者
へ
案
内

を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
も
し
該
当
さ
れ
る
方
で
案

内
が
届
か
な
い
と
き
は
、
日
和
佐

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
本
年
度
の
該
当
者
は
平
成
６
年
４

月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生 

お
問
い
合
せ
先 

日
和
佐
公
民
館
　
☎
77
│
０
０
２
８ 

    

　
全
国
で
は
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
子

ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大

な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
あ

り
、
児
童
虐
待
が
子
ど
も
の
心
身
の

成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

◎
あ
な
た
の
勇
気
が
こ
ど
も
を
救
い 

〜

平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
宝
く
じ
）
助
成
事
業

〜 

志
和
岐
町
内
会
、
及
び
山
河
内
公
民
館
は 

「
お
神
輿
」の
修
繕
、
東
町
町
内
会
は
防
災 

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
！ 

　
宝
く
じ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
に
よ
り
、

志
和
岐
町
内
会
が
志
和
岐
吉

野
神
社
秋
祭
り
で
練
り
回
る
「
お

神
輿
」
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
河
内
公
民
館
で
も

同
様
に
「
お
神
輿
」
の
修
繕

を
行
い
、
山
河
内
吉
野
神
社

の
秋
祭
り
で
お
披
露
目
い
た

し
ま
し
た
。 

　
東
町
町
内
会
は
、
宝
く
じ

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
地
域
防
災
組
織
育
成
事

業
）
に
よ
り
炊
き
出
し
用
の
か

ま
ど
や
応
急
ト
イ
レ
な
ど
災

害
に
備
え
整
備
し
ま
し
た
。

整
備
し
た
備
品
を
用
い
た
訓

練
な
ど
も
行
い
、
地
域
の
防

災
力
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
学
校
・

図
書
館
な
ど
の
教
育
施
設
の

設
備
を
は
じ
め
、
道
路
・
橋
梁
・

公
園
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど

の
建
設
改
修
な
ど
、
皆
さ
ま

の
日
常
生
活
に
役
立
つ
よ
う

に
使
わ
れ
ま
す
。 



「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施
中

実
施
中 

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施
中

実
施
中 

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施
中 

「
も
う
チ
ェ
ッ
ク
し
た
？
」 

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ 

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。 

徳
島
県
危
険
ド
ラ
ッ
グ
１
１
０

番
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

【ＤＶとは】 
　ドメスティック・バイ
オレンスの略で、配偶者
や恋人など、親しい間柄
にある（あった）パートナ
ーから振る
われる暴力
のことをい
います。 
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が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

御
調
べ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
罹
災

さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者

の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部 

　
☎
０
３
│
６
７
３
１
│
２
８
８
７ 

    

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。 

出
願
期
間
　
27
年
３
月
20
日
ま
で 

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
│
６
０

２
│
０
１
５
１
）
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

  

徳
島
県
最
低
賃
金 

　
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら 

　
　
　
　
　
　時
間
額
　
６
７
９
円 

※
一
部
の
産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先 

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
８
８
│
６
５
２
│
９
１
６
５ 

    

　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
健
康
被
害

な
ど
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
で
は
、
通
報
・
相
談
に
関
す
る
専

用
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

徳
島
県
危
険
ド
ラ
ッ
グ
１
１
０
番（
０

１
２
０
│
８
４
７
│
１
１
０
） 

※
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
） 

お
問
い
合
せ
先 

徳
島
県
薬
務
課

　
☎
０
８
８
│
６
２
１
│
２
２
３
３ 

    

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
を
探
し
て
い
ま
す
。 

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た 

◆
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り 

　
性
別
を
問
わ
ず
、
暴
力
行
為
は
人

権
の
侵
害
で
す
。
人
権
の
尊
重
は
生

命
の
尊
重
で
も
あ
り
、
男
女
間
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
等
の
根
絶
は
社

会
的
に
も
大
き
な
課
題
で
す
。 

　
Ｄ
Ｖ
や
性
犯
罪
な
ど
、
主
に
女
性

に
対
す
る
暴
力
等
が
社
会
問
題
化
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
若
年
層
を

中
心
と
す
る
、
恋
人
同
士
の
間
な
ど

で
発
生
す
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
暴
力
の
根
絶
に
向
け
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日

ま
で
の
２
週
間
は
、「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。 

　
こ
の
運
動
は
、
女
性
の
人
権
尊
重

の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
、
11
月
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
運
動
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
殴
る
こ
と
だ
け
が
暴
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
暴
力
に
は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の

身
体
に
損
傷
を
加
え
る
行
為
だ
け
で

は
な
く
、
大
声
で
ど
な
る
、
脅
か
す
、

無
視
を
し
た
り
、
交
友
関
係
を
厳
し

く
監
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
暴
力
や

社
会
的
隔
離
な
ど
の
ほ
か
、
借
金
を

重
ね
る
な
ど
の
経
済
的
な
暴
力
、
ま

た
性
的
暴
力
な
ど
様
々
な
形
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
こ
れ
ら
の
暴
力
が
複

雑
に
絡
み
合
い
、
ま
た
、
繰
り
返
し

起
き
て
い
ま
す
。 

 

◆
Ｄ
Ｖ
か
ら
の
自
立
！ 

　「
私
が
気
が
利
か
な
い
か
ら
…
」「
私

の
要
領
が
悪
い
か
ら
…
」。
そ
れ
は

本
当
に
あ
な
た
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
ん
な
こ
と
は
、
き
っ
と
ど
こ
の

家
庭
で
も
あ
る
話
」「
恥
ず
か
し
く

て
他
人
に
は
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
」。 

　
あ
な
た
は
い
つ
ま
で
我
慢
す
る
つ

も
り
で
す
か
。
一
人
で
背
負
い
込
ま

ず
に
、
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
、
相
談
は
無

料
で
す
。 

 

◆
身
内
の
方
や
友
人
、
ご
近
所

の
み
な
さ
ん
へ 

　
Ｄ
Ｖ
を
う
け
て
い
る
人
か
ら
相
談

さ
れ
た
り
、
Ｄ
Ｖ
に
気
づ
い
た
時
は
、

「
あ
な
た
は
悪
く
な
い
ん
だ
よ
」
と

い
う
被
害
者
を
理
解
す
る
立
場
に
立

っ
て
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
機
関

で
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。 

　「
相
手
の
言
い
分
も
聞
い
て
」、「
あ

な
た
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
な

ど
と
い
う
心
無
な
い
言
葉
や
態
度
は
、

被
害
者
を
さ
ら
に
傷
つ
け
る
だ
け
で

な
く
、
せ
っ
か
く
の
勇
気
を
非
難
し
、

今
後
の
相
談
へ
の
足
か
せ
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
配
慮

が
必
要
で
す
。 

 

■
相
談
先 

南
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
８
４
│
24
│
７
１
１
５ 

（
毎
日
９
時
〜
22
時
　
年
末
年
始

を
除
く
） 

フ
レ
ア
と
く
し
ま
相
談
室 

☎
０
８
８
│
６
２
６
│
６
１
８
８ 

（
月
・
水
〜
土
　
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時
　
年
末
年
始
を
除
く
） 



わ
　
け 

ほ
っ
し
ん 

つ 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

９:00～12:00

12月 まちの相談カレンダー 

４日 

９日 

 
10日 

11日
 

 

18日 

25日 

木 

火 

 
水 

木
 

 

木 

木 

日和佐老人福祉センター 

日 和 佐 公 民 館  

由岐老人福祉センター 

由 岐 公 民 館  

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

心配ごと相談 

人 権 相 談  

人 権 相 談  

行 政 相 談  

心配ごと相談 

行 政 相 談  

心配ごと相談 

心配ごと相談 

町民文芸のコーナーに掲載を希望される 
場合は、総務企画課（☎77－3611）まで 
連絡をお願いします。※原稿は前月の 
20日前後までに提出してください。 

町

民

文

芸

町

民

文

芸

 

町

民

文

芸

 

　
　
由

岐

句

会 

い
つ
ま
で
あ
る
い
の
ち
大
事
に
大
根
蒔
き
　
中
川
　
秀
司 

網
の
目
に
絡
む
伊
勢
え
び
ほ
ど
く
指
　
　
　
坂
東
　
か
な 

盆
栽
は
夫
の
生
き
甲
斐
小
鳥
来
る
　
　
　
　
住
谷
　
喜
舟 

風
き
っ
て
ぶ
ら
ん
こ
漕
ぐ
や
天
高
し
　
　
　
米
山
　
玉
子 

帰
り
舟
港
み
な
と
の
鰯
雲
　
　
　
　
　
　
　
由
岐
　
亮
子 

明
日
の
こ
と
何
も
惑
わ
ず
秋
刀
魚
焼
く
　
　
戎
谷
　
久
代 

小
鳥
く
る
波
打
ち
際
を
滑
る
ご
と
　
　
　
　
戎
谷
　
利
公 

さ
ん
ま
焼
く
煙
立
ち
込
む
蜑
の
路
地
　
　
　
松
内
　
き
ぬ 

雲
仙
の
湯
気
を
浴
び
お
り
鰯
雲
　
　
　
　
　
松
内
　
澄
魚 

鍬
音
に
即
か
ず
離
れ
ず
小
鳥
来
る
　
　
　
　
森
　
　
浄
子 

初
し
ぐ
れ
入
日
の
頬
に
あ
た
り
け
り
　
　
　
下
町
　
　
昭 

天
高
し
噴
煙
つ
づ
く
神
の
山
（
御
嶽
山
）
　
森
本
富
美
子 

 

　
　
木

岐

句

会 

秋
刀
魚
焼
く
男
世
帯
の
両
隣
　
　
　
　
　
　
三
谷
　

枝 
金
木
犀
庭
い
っ
ぱ
い
に
香
を
放
つ
　
　
　
　
海
部
夫
志
子 

鰯
雲
満
天
う
ろ
こ
漁
招
く
　
　
　
　
　
　
　
湊
　
と
お
る 

夕
暮
れ
の
山
路
を
急
ぐ
秋
遍
路
　
　
　
　
　
浜
名
　
文
子 

バ
ス
停
に
暫
し
逃
げ
込
む
秋
し
ぐ
れ
　
　
　
坂
井
　
　
清 

朝
露
や
生
気
漲
る
野
菜
畑
　
　
　
　
　
　
　
寺
下
岩
次
郎 

寂
れ
ゆ
く
里
曲
に
そ
よ
ぐ
花
す
す
き
　
　
　
青
山
　
幸
子 

拘
り
の
秋
の
風
鈴
仕
舞
い
け
り
　
　
　
　
　
青
山
　
文
夫 

 

　
　
日

和

佐

句

会
　 

御
詠
歌
を
掻
き
消
す
程
の
秋
の
蝉
　
　
　
　
橋
本
た
か
き 

掘
る
藷
の
砂
よ
り
出
づ
る
真
く
れ
な
ゐ
　
　
本
庄
　
潮
乃 

中
ほ
ど
が
痩
せ
て
秋
暑
の
砥
石
か
な
　
　
　
白
河
　
輝
女 

鎮
も
れ
る
平
家
の
里
や
そ
ば
の
花
　
　
　
　
福
井
　
咲
希 

焼
秋
刀
魚
ス
ダ
チ
の
香
り
一
し
ぼ
り
　
　
　
澤
田
　
信
子 

残
る
虫
声
そ
れ
ぞ
れ
に
裏
の
庭
　
　
　
　
　
張
野
　
浩
子 

か
な
か
な
や
名
残
り
の
声
と
惜
し
み
聞
く
　
岡
本
　
真
砂 

美
し
き
秋
空
見
上
げ
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
森
　
　
公
子 

 

　
　
時

雨

庵

俳

句

会

 

発
心
の
理
由
を
聞
き
た
や
秋
遍
路
　
　
　
　
勝
瑞
　
高
春 

畑
行
け
ば
す
っ
く
と
白
き
彼
岸
花
　
　
　
　
名
田
み
や
女 

　
　
日

和

佐

短

歌

会 

雲
間
よ
り
見
え
隠
れ
し
て
赤
銅
の
妖
し
き
月
の
輝
き
戻
る
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
郁
子 

台
風
の
迫
る
今
年
の
秋
祭
吹
筒
花
火
は
雨
に
濡
れ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
　
和
子 

噴
火
せ
し
廃
墟
の
ご
と
き
山
に
な
お
不
明
の
人
あ
り
後
の
月
照
る
　
　
　
　
本
庄
た
ゑ
子 

仲
秋
の
名
月
眺
む
我
が
庭
に
声
高
ら
か
に
鳴
け
る
蟋
蟀

　
　
　
　
　
　
　
小
延
　
恭
弘 

 

　
　
投

稿

（
短

歌
）

 

帰
り
船
横
付
け
に
し
て
水
揚
げ
場
は
だ
か
電
球
ふ
ん
ば
っ
て
を
り
　
　
　
　
下
町
　
　
昭 

　美波町社会福祉協議会事務局では、心配ごと相談を随時受
付しております。 

（受付日／月～金　8：30～17：00　土・日・祝祭日休） 

連絡先／美波町社会福祉協議会　☎77－0342 
　　　　　　　　　　由岐支所　☎78－1792

■日 時 　平成26年11月28日（金） 
　　　　　午前9時30分～ 

■場 所 　日和佐公民館　3階会議室 

教育委員会からのお知らせ 
11月定例教育委員会開催の日程について 

徳島ヴォルティス 
ホーム試合日程表 

試合会場　　鳴門・大塚スポーツパーク 
　　　　　　ポカリスエットスタジアム 

開始時間 

14：00

対 戦 相 手 

サガン鳥栖 

開 催 日 

11月22日（土） 
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

久保和馬木彫展  久保和馬木彫展  久保和馬木彫展  

■図書館カレンダー 

図
書
館
だ
よ
り 

No.104 No.104 
2014年11月号 

●休館日 12月の予定 

1 2 3 4 5

7

6

8 9 10 11 12

14

13

15 16 17

21

20

22 2524

18 19

27

28 29

23

30 31

26

30
23

●休館日 11月の予定 

1

2 3 4 5 76 8

9 10 11 12 1413 15

16 17 2120 22

2524

18 19

27 28 2926

美波町日和佐図書・資料館　☎0884－77－2733

・風味さんじゅうまる 

・時速４７メートルの疾走 

・いろはのあした 

・かえるの竹取ものがたり 

・どんぐりむらのほんやさん 

・おたすけこびととあかいボタン 

・ベタベタかめん 

・ももんちゃんぴょ～ん 

・くろいながい 

・おてつだいの絵本 

・おめでとうくまちゃん 

・かげのひこうき 

・ぼくのニセモノをつくるには 

・なぞかけどうじょう 

まはら三桃 

吉野万理子 

魚 住 直 子  

俵 万 智  

なかやみわ 

なかがわちひろ 

あきやまただし 

とよたかずひこ 

おくはらゆめ 

辰 巳 渚  

シャーリー・パレントー 

五 味 太 郎  

ヨシタケシンスケ 

中川ひろたか 

≪児童本≫ ■新着本 
・アイネクライネナハトムジーク 
・フォルトゥナの瞳 
・警察（サツ）回りの夏 
・水声 
・アガサ・クリスティー賞殺人事件 
・丹生都比売 
・瞳の犬 
・少女Ａ 
・ダブル・フォールト 
・心中しぐれ吉原 
・本題 
・ワンダフルストーリー 
・風花帖 
・物語のおわり 
・処刑までの十章 
・ユダの柩 
・夜また夜の深い夜 
・トオリヌケキンシ 
・純喫茶「一服堂」の四季 
・スケープゴート 
・ずっとあなたが好きでした 
・侵食捜査 
・分水嶺 
・４　Ｕｎｉｑｕｅ　Ｇｉｒｌｓ 
・殺意の産声 
・３時のアッコちゃん 
・絶叫 
・奇跡の人 

伊坂幸太郎 
百 田 尚 樹  
堂 場 瞬 一  
川 上 弘 美  
三 沢 陽 一  
梨 木 香 歩  
新 堂 冬 樹  
新 堂 冬 樹  
真 保 裕 一  
山 本 兼 一  
西 尾 維 新  
伊坂幸犬郎ほか 
葉 室 麟  
湊 か な え  
連城三紀彦 
福 田 和 代  
桐 野 夏 生  
加 納 朋 子  
東 川 篤 哉  
幸 田 真 音  
歌 野 晶 午  
安 東 能 明  
笹 本 稜 平  
山 田 詠 美  
鏑 木 蓮  
柚 木 麻 子  
葉 真 中 顕  
原 田 マ ハ  

等など 

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書や

絵本などたくさんの本が入っています。あな

たの読みたい本が図書館になければ、予約や

リクエストができます。どんどん申し出てく

ださい。お待ちしております。 

『 開館日・時間 』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで 

　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで 

『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始 

11月7日（金）～11月30日（日）　2Fギャラリー 

15 広報みなみ  No.104

 

No.104 
2014年11月号 



広
報
　
み
な
み

■
発
行
　
美
波
町
　
■
編
集
　
美
波
町
総
務
企
画
課
　
☎
７
７
―

３
６
１
１ 

■
〒
７
７
９
―
２
３
９
５
　
徳
島
県
海
部
郡
美
波
町
　
　
７
７
―

１
６
６
６ 

■http://w
w
w
.tow

n.m
inam

i.tokushim
a.jp

　
■
印
刷
　
森
本
印
刷 

♪由岐保育園バス　 
　　　　　しあわせゆき 出発進行～♪ 
♪由岐保育園バス　 
　　　　　しあわせゆき 出発進行～♪ 
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発
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社
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人口と世帯（平成26年10月31日現在） 

人　口 

男 

女 

世帯数 

7,489人 

3,468人 

4,021人 

3,471世帯 

（－３） 

（－４） 

（＋１） 

（＋５） 

前月比 

※平成24年７月９日から「外国人住民の住民基本
台帳制度」の施行により人口と世帯に外国人を
含んでおります。 

第４期分 

今月の納税 
納付期限　12月１日（月） 

● 国民健康保険税 
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　山と木と緑のフェア2014第27回とくしまWOODわくわく祭で、バス型木製遊
具が由岐保育園に贈られました。子どもたちはさっそく中に入って遊び、「つるつる
しとるなぁ」「いいにおいするなぁ」などと言って、木の感触や温もりを感じています。 

♪由岐保育園バス　 
　　　　　しあわせゆき 出発進行～♪ 


